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１．会議名 南部町子ども・子育て会議（令和２年度 第１回） 

２．日 時 令和２年８月１８日（火）１９時００分から２０時１０分 

３．場 所 健康管理センターすこやか１階トレーニング室 

４．出席者 

＜委員＞南部町子ども・子育て会議委員９名（欠席２名） 

＜事務局＞町長、子育て支援課課長、子育て支援課課長補佐１名、子育て支援課主任１名、

教育委員会事務局総務・学校教育課課長 

＜傍聴者＞なし 

５．次第 

 １ 開会 

 ２ 町長挨拶 

 ３ 委嘱状の交付 

４ 報告事項 

（１） 南部町の保育の現状と課題について（資料１） 

（２） その他 

 ５ 議事 

  （１）保育園の今後のあり方について（資料２、参考１） 

  （２）その他 

 ６ その他 

 ７ 閉会 

 

６．配布資料 

＜当日配布＞ 

会議次第 

  資料１：南部町の保育の現状と課題について 

  資料２：保育園の今後のあり方について 

  参考１：保育園 年度別修繕費一覧 

７．会議内容 

子育て支援課課長 １ 開会（19時 00分） 

令和２年度第１回南部町子ども・子育て会議を開催します。 

委員１１名中９名の参加で、３分の２以上の出席がありましたので

本会議が成立することを報告します。 

町長 ２ 町長挨拶 

子育ての現場では厳しい現状となっている。少子高齢化、女性の

社会進出により、様々な課題をのりこえていかなければならない。

子育てに関する課題は尽きない状況である。 

余談だが、私は昭和 30 年生まれで、団塊の世代がもう少し上の

昭和 20年から 23年頃の生まれの方たちになる。同級生が 128人い
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るが、団塊の世代の人たちは同級生が 300 人くらいおり、8年くら

いで急激に人数が減った。今もまさにそのような状況になってきて

いる。私たちの知恵と努力で乗り越えていかないといけない。皆さ

んの意見が未来を変えていくので、忌憚のないご意見いただきたい。 

子育て支援課長 ３ 委嘱状の交付 

新規委員４名に委嘱状交付 

町長より４名を代表してさくら保育園保護者会会長に委嘱状交付 

子育て支援課長 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局（説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

４ 報告事項 

 本日、傍聴人は無し。議事等についてはホームページ等で会議録

を公開することになっているのでご了解ください。 

 ここからの進行は会長にお願いします。 

 

本会議では皆さんの意見を積み上げていきたい。 

最初に事務局から、南部町の保育の現状と課題について報告 

 

はじめに、案内には資料の事前配布をするように記載していまし

たが、事前配布できずにご迷惑をおかけしましたことをお詫びしま

す。 

（南部町子ども・子育て会議の目的について説明） 

本会議の目的は「南部町子ども子育て支援事業計画」へ子育てさ

れている方の意見を反映させることと、地域の子供や子育て家庭の

実情を踏まえて施策を体系化し、保健、医療、福祉、教育、住宅、

労働、まちづくりなどのさまざまな分野にわたり実施していくこと。

また、今年度は支援事業計画の６章の保育園のあり方について、具

体的に方法を詰めて議論をしていただく予定。議論を深めていくた

めに、何回か開催していきたいと思いますので、ご協力よろしくお

願いします。また、支援事業計画の１年目の報告を年明けの会で予

定しています。 

 

（１） 南部町の保育の現状と課題について（資料１）に基づき説明 

・資料１の（４）保育サービスの実施状況の文言の追加 

（下線部分追加）病児病後児保育は米子市に事務委託 

 

事務局の説明に対して何か質問はありますか。 

 

資料の最初の部分に出てくる子どもの数の減少について、町として

は何が原因だと思うか。 
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事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

少子化対策でいろいろな施策を実施しているが、効果のある策を打

てていないことが原因の一つではないかと思っている。 

 

住まいを構えて南部町に住みたいと思っている人や、アパートに住

んでいて南部町に家を建てたいと思って土地を求めている人がいる

と思う。そのような声を聞かれたことはないか。 

 

アパートに住んでいて、南部町に家を建てたいが、どこに行けば紹

介してもらえるか、という相談は聞いたことがある。 

 

そこが一番問題ではないかと思う。そこに力を入れてやっていかな

いと、南部町外にいい土地があるので、そちらに流れていってしま

うと思う。 

 

どこに力を入れていくかということだが、日野郡からの人口移動が

多い時代もあった。現在江府町の人口が約 2,800人、日南町は 1万

人くらいいた人口が町村要覧によると平成 31 年 1 月で 4,616 人、

今では 5,000人を切っている。どこから移住にもらうのか、そこで

果たして子どもが増えていくのかという疑問もある。家を建てて住

んでもらうという環境をつくっていくことは大事だと思う。 

 

これから子どもの数が減っていくと見込んでいるといわれている

が、町としてどのくらい減る見込みなのか予想を立てているか。 

 

第 2 期南部町子ども・子育て支援事業計画の 39 ページに令和 6 年

に就学前児童数が 358 人になる見込みと予想を立てている。また

2040年（令和 22年）には 275人に減る見込みとしている。 

 

少子化問題というのは１つの担当課が頑張ってやるだけではいけな

い。いろいろな課がスクラムを組んでやっていかなければならない

と思う。そのためにも皆さんのご意見を出して頂きたい。 

続いて（２）その他については事務局から何かありますか。 

 

ございません。 

 

（２） その他についてはないようなので、次へ進めます。 
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会長 

 

事務局（説明） 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

５ 議事 

議事について事務局より説明をお願いします。 

 

（１） 保育園の今後のあり方について（資料２、参考１）に基づき

説明 

 

事務局の説明に対して委員から質問はありますか。 

事務局から今ある保育園に対して、①長寿命化をして使う、②建て

替えをする、③統合も含めて建て替えをする、という３つの提案が

あった。長寿命化はメリットもあるが、デメリットももっとあるよ、

などあれば意見を出して頂きたい。今日の会は総論としてこうしま

しょうという会ではない。今事務局から説明のあったことについて

の率直な意見を頂きたい。 

 

保育園には３年に一度、県の保健局が実地監査というのに来ている。

保育指針の改定等があり、教育委員会も近年実地監査に同行させて

もらっている。今年ひまわり保育園の廊下が、クッション性のある

床材に変えられた。他にもこのような修繕な必要な箇所があるので

はないかと思っている。他の園も修繕するとなると、多額の費用が

かかるのではないかと思っている。監査指摘事項はどのようなもの

があるか。 

 

最近の指摘で多いのは、エアコンに関することが多い。配膳室の温

度を保ち、食事が傷まないようにというところに視点をおいて監査

をされている。監査で指摘のあったつくし、さくら、ひまわり保育

園の調理室のエアコンについては、すでに新しいエアコンを設置し

て対応している。網戸がない保育室もあるが、コロナの関係で予算

がついたため、今年度設置する。 

 

今の話を聞いて、どのように感じられましたか。 

 

以前、ひまわり、つくし、すみれこども園で働いていたことがある。

すみれこども園は新しい施設なので、保育士も使いやすい。古い施

設だとエアコンの効きが悪かったり、機器の使い勝手が悪かったり、

更衣室がないなどして不便がある。長寿命化も難しいだろうし、建

て替えも難しいと思う。子どもたちが楽しめるようにしてもらえた

ら一番いいと思う。 

 



会議録 

5 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

南部町に何年か前に引っ越してきた。上の子は米子市の園に通って

いたが、園庭がすごく狭かった。下の子は現在つくし保育園に通っ

ている。すみれこども園を希望していたが、入れなかったのでつく

しに通っているが、つくしの環境が悪いわけではない。米子の園は

プールも簡易的なものだったが、つくしはちゃんとしたプールがあ

って、こないだプール参観に行ったが、きれいに整備をされていた。 

通う前は分からなかったが、中に入ってみると園庭も広く芝生がし

てあるなど、分かることもある。子どもが少なくなるからといって、

統合ということが必ずしもいいということは思わないが、統合する

ことで設備などが整備されることはよいことだと思う。つくし保育

園の子どもの椅子を触ったときにフチがガサガサしていて、こんな

椅子に座っているのかと思ったことがある。すみれに行ったときに

見たときには新しい椅子に座っているように見えた。会見地区と西

伯地区とで子どもの人数も違うと思う。合理的な考え方のもとで園

を建て替えるという考えもあるかと思う。 

 

町内の保育園で格差があるのはどうなのかという意見もあると思

う。かと言って、椅子を替えたらよいという問題ではない。人口的

な比率から南部町に保育園が何個いるのかという話も今後出てくる

と思う。 

 

ひまわり保育園とさくら保育園を一緒にすると保育士不足が解消さ

れるのか。 

 

４・５歳児は園児３０人に対して保育士が１人という配置基準があ

る。ひまわりとさくらの同じクラス年齢の園児を足して３０人未満

であれば保育士が一人ずつ必要ないことにはなる。 

 

保育士の立場からするとどうなのか。 

 

最近、いわゆる気になる子が増えており、配置基準より余分に保育

士を配置していることもあり、統合したからといって保育士不足が

解消するという問題でもない。 

 

小学校でいくと中規模校と大規模校が統合するとメリットがある。

小規模と小規模が統合してよくなるかといったら、統合が必ずしも

メリットとは限らない。メリット、デメリットを考えて意見を積み

上げていかなければならない。長寿命化のほうがメリットがあるの
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委員 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

では、と思う人がいたらその意見も頂きたい。 

 

家から近くの保育園を選ばれる方や職場から近い保育園を選ばれる

方など様々だと思うが、私は家から近くに保育園があるほうが便利

なのかなと思う。２人目、３人目がほしいとなるとアパートでは手

狭になるし、家を構える場所がどこになるのかで、保育園の建て替

えをする場所も変わってくるのではないだろうか。枝の部分だけを

考えていても進まないと思う。 

 

将来こういうまちづくりを考えているので、保育園の場所をここに

するという理由付けは必要だと思う。事務局として３つの案があっ

たので、皆さんの意見がもう少しほしい。 

 

つくし保育園は築３０年だが、水田が近くにあり湿気が多くて建物

の傷みが早い。ささくれをガムテープで補修するなどして使用して

いる。子どもが過ごす環境としてはいいとはいえない。職員目線か

らすると、更衣室が１つしかなく、プールの着替えなどもトイレで

着替えている状況である。環境面では限界だと思う。また、つくし

保育園は法勝寺川のそばにあるので、大雨のときなどに心配がある。

老朽化の問題もあり、さくら、つくしの安全対策にお金をかけるべ

きなのか、様子を見るべきなのか悩んでいる。 

 

防災の面からすると、つくし保育園は一番厳しいと思われる。西伯

小学校は２階、３階があるため垂直避難をすることができる。全校

児童３５０人を２階以上に避難させてもまだ余裕がある。すみれこ

ども園は、すぐ近くに避難できる小学校があるため安心。つくしの

避難場所はどこになっているか。 

 

ＪＡ西伯支所の２階となっている。 

 

昨年、役場の防災担当の職員にも来てもらって、つくし保育園で避

難訓練を行った。国道沿いを歩いて避難することは危険なので、裏

の駐車場から避難をしたが、未満児の避難ではブリッジを渡して避

難車を移動させるなどしてかなりの力仕事で大変だった。 

 

つくしは長寿命化をしてもなかなかメリットがないのかなと思う。

防災の面から考えると、まずはつくしからだろうという意見にもな

る。 
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委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

会長 

 

 

現在、年長の人数がさくらは１６人、ひまわりは１１人いるが、そ

の中に２人ずつ西伯小校区の子どもがいて、来年は西伯小に行くと

きいている。校区がぐちゃぐちゃになっている現状がある。会見小

学校は今年の１年生から１クラスになっている。 

 

校区外の園に通っているのは家庭の事情もあると思う。米子市の保

育園の申し込みは第１２希望まで書かされる。米子市は小学校区と

園は一致しない。もし建て替えになって場所を選定される場合は、

みんなが納得のいく場所にしてほしい。今日の話で、防災のことは

対岸の火事ではなく、防災の面は大事だなと思われたと思う。 

 

普段健診などで子どもたちと接する機会があるが、発達障害の子ど

もが増えているという現状がある。小さい園では職員数も少ないた

め、必ずしも合わないこともある。大きな園で人数の多い職員でみ

てもらったほうが、相性の合う先生が見つかることがあって、子ど

もも過ごしやすい。 

 

小さい園がいいと思って通われている方がいるか。 

 

小さい園がいいということで通っている方は把握していないが、自

然環境がよいということで、住まいは西伯地区だが会見地区の園に

通う方はおられる。 

 

その人数が増えているということはないか。 

 

増えてはいない。毎年１人か２人おられる。 

 

他にご意見はありませんか。 

なければ次に進みます。 

 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

６ その他 

事務局から６．その他について何かありますか。 

 

ございません。 

 

なければこのあたりで会を締めさせてもらいますが、様々な課題が

あるのだということに関心を高めていきたい。優先順位やいろんな
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事務局 

 

 

町長 

方法があるのだなということを捉えて今後も議論を深めていきた

い。 

 

皆さまから頂いた意見を集約して資料化していきたい。議事録も早

急に作成してお届けしたい。 

 

いろいろな意見を頂けてよかった。並行して町のほうでは行財政運

営委員会を開催している。町の公共施設をどうやって運営していく

か、お金の面から考えていく会である。町のデザイン、お金の使い

方をどうするか検討する会である。保育施設や高齢者施設などにつ

いてはなくすわけにはいかない。子どもの環境が大事だという意見

をこの会の中で出して頂き反映をしていきたいと思っている。 

 

子育て支援課長 ７ 閉会 

 


